
移住・定住促進静岡県掛川市 芳川 翠

【年 齢】
33歳

【出身地】
静岡県静岡市

【転出元】
東京都板橋区

【前 職】
会社員

【活動時期】
R3.8.5～R6.8.4

（2年目）

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなどのURL】
Instagram・Twitter @iitoco.kakegawa

卒業後の抱負はレモン農家になり、掛川市へ定住すること
だが、土地の借用や大型農作業機械の購入など、一人では
対応できない課題があることから、地元で耕作放棄地を活
用する女性グループと出会い、農作業を手伝い、地元住民
と交流しつつ機械と畑を借用させてもらうなどして、農業
をミニマムスタートさせた。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●活動内容：市民みんなでシティプロモーション
「掛川写真サークル」

一人では活動範囲や時間には限りがあるため、市民
を巻き込み、写真で掛川市をシティプロモーション
をしつつ撮影技術の向上や他感性との交流を行う写
真サークルを立ち上げた。
活動頻度：月に1度

●活動内容：まち歩き謎解き実証実験
「掛川百鬼夜行」

市で推進しているまちなかウォーカブルと謎解きイ
ベントの親和性が高いと考え、掛川版ハロウィンイ
ベント「掛川百鬼夜行」にてまち歩き謎解き企画を
実施。掛川市のことを知ってもらう問題の作問も行
った。

●活動内容：ボードゲームでのコミュニティスペースの運営
「掛川ゲーム部（オフライン会）」

主に掛川市民の高校生～40代のメンバーが月に1～2回
集いボードゲームで交流するコミュニティスペースを運
営。オンライン・オフラインを含め71名のメンバーが
加入。他世代・他業種との交流により、新たな試みやコ
ラボレーションが生まれている。※協力隊活動に繋がる
活動

以前より、将来的に農業に携わりたいと思っていたことと、コロナ禍で
今まで過ごしていた日常が失われ、改めて自分の人生をどのように過
ごしたいか考えたことが大きかったと思います。
地元の静岡に戻ることを決めてから、手段として地域おこし協力隊
を知り、Webの情報（JOIN）や元協力隊員のブログやSNS、
clubhouseを通じて実際に現隊員の方とお話させていただき、情報
を収集をしました。
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